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非毛

沢却化
に
よ
る改
革・
開

放
の
十
年
聞
が
民主
化抑
圧
の
天

安
門
六
・四
「
血
の
日
曜
日」
事

件
に
よっ
て
「
算
賑
（
ソ
ワ
ン・

チャ
ン）」
（
決算
も
し
く
は
カ
タ

をつ
け
る
こ
と）
さ
れ
た
中
国
は 、

再
び
不
可
視
の
混
沌
の
な
か
に
さ

ま
よ
い
つ
つ
あ
る 。
だ
が 、
そ
の

よ
う
な
中
国
に
あっ
て
確
か
な
こ

と
は 、
ひ
と
た
び
国
策
と
し
て
導

入
さ
れ

た拝金主
義
（
向
錨
罰）

の
風
潮
は 、
い
か
に
保
守
派
の
党

官
僚
た
ちが
函つ
の
原
則」
な

ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
教
化
し
ょ

予と
し
て
も
も
は
や
逆
ら
え
ず 、

現体制
が
続
く
か
ぎ
り 、
そ
の
腐

蝕
の
歴
史
的
道
程
は 、
大
衆
レベ

ル
に
お
い
て
も 、
い
か
ん
な
く
巡

行
せ
ざ
る
を得
拾
い
こ
と
で
は
な

い
の
か 。本。

は 、
そ
の
よ
司忌
中
国
に

た
い
す

る内部告
発
の
文
密
だ
と

いっ
て
よ
い 。
そ
れ
も 、
文
窓
後

に

慌行レ
た

「傷痕
文
学」
や「
帽

告
文
学」
の
ヲャ
ン
ル
と
も一
味

遭っ
た 、
き
わ
め
て
鮮
細
か
つ
具

体
的
な
ド
キュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ

り 、
い
さ
さ
か
大
げ
さ
な
邦
訳
の

タ
イ
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ

の
原
閣
が
示
す
と
お
り
の
「
中
国

社会大遜税ll社会問
題
特
写

集」
に
なっ
て
い
る。
従っ
て 、

脱
者
は 、
「
憲
新
離
婚事
情」
「
地

に
墜
ち
た
モ
ラ
ル」
「
脱
税
と
柚

力l｜
税
と
法」
「
や
み
ド
ル
地

下
市
場」
「
留
学
生
の
変
と
性」

な
ど 、
め
く
る
め
く
展開
さ
れ
る

中
聞
社
会
の
現
実
の
描写
の
ど
の

断章を臨
ん
で
も 、
引
き
裂
かれ

た
人
間
関係
の
巨
大
な集
合
体
内

部
の
息
づ
き
と
と
も
に 、
梯
鵬
し

螺
発
す
る
。

惑
のエ
ネル
ギ
ーe

に
圧
倒
さ
れ
ざ
る
を
向
ま
い 。

た
と
え
ば 、
や
み
ドル
市
場
の

箪
な
ど
は 、
北
京
に
巣食っ
て
い

る
ブロ
ー
カ
ーや
サ
ギ
師
た
ち
の

巨大な
集合体内
部で

沸
騰し
爆発する

悪のエ
ネル
ギ
ー。

「
こ
れ
か
ら
フェ
ミニ
ズ
ム
の

シ
ン
ポ
グ
ウ
ム
を
聴
き
に
行
く

の 。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
女
性
文
化

人
が一
蛍
に
集ま
る
の
よ
J

「
ふ
う
ん 。
い
く
ら
そ
う
やっ
て

一
部
の

女性が
。

お
勉
強
会e
を

中
の

女性』

と銘打っ
て
価
さ
れ

た
略
行
事
は 、
フェ
ミニ
ズ
ム
運

動 、

教育 、
宗
教 、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フィ
l 、
音
灘 、

映画 、
母
性 、

社

会過出な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

企
画 。
統一

を控
え
て
世
界
の
注

央
制相
が
「
切
匝」
（
チ
エ
ホ
エ）

をやっ
て
い
る
現状
の
社
会
的
反

といっ
て 、
巧
妙
に
猫
ば
ば
す
る
映
だ
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
よ

手口
と
と
も
に
紹介
さ
れ
て
い
る
う 。

けれ
ど 、
お
そ
ら
く
改革
派
の
ヲ

こ
う
し
た
中国
社
会の
現
状
の

ャ
l
ナ
リ
ス
ト
と
も
恩
われ
る
眠
中
で 、
若
者
の
隼
般
も
深
刻
な
段

名
の
軒
者
は 、
「
外
貨
や
外
貨
労
階
に
述
し
て
い
る 。
本
俗
で
は

の
や
み
取
引
き
が
何
回
禁
し
て
も

す
破
埴
敏e
を
発
散
す
る
若
者

根絶さ
れ
な
い
の
は 、
わが
国
の
た
ち」
「
留
学
生
の
e

離
婚
大
爆

現
在
の
政
策
の

墜さ直
接
関
連
発
乙
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る

が
あ
る」
と
し
て 、
国
家
の
「
政
が 、

私自身 、

数多く
の
中
国
人

質 、

金融制度 、
外
貨
の
管
理
方

留単生 、
研
究生 、

就学
生
に
毎

法」
に
甚広
面
か
ら
疑
韓
を
呈
し

日接触し
て
い
る
現場
に
身
を
E

て
い
る 。

著者
の
雷
うと
お
り 、

く
者
と
し
て
は 、

中間
社
会
内
部

中
国
政
府
自
体の
政
簡
が
変
ら
な
の

温腐や
恕
喜
劇
が 、
日
本
の
留

い
か
ぎ
り 、
つ
ま
り
外
貨
免
換
勢

学生
社
会に
隙々
に
投
影
さ
れ
つ

（
F
E
C）
の
存
在
とい
う 、
き
つ
あ
る
こ
と
を憂
え
ず
に
は
い
ら

わ
め
て
屈
恥
的
な
金
融
制
度
に
依
れ
な
い 。

存
す
る
か
ぎ
り 、
や
み
市
場
や
思

そ

の意味
で
も 、

本密
は
中
国

の
手
口
は
な
く
な
ら
な
い
の
だ
社
会
最新
レ
ポー
ト
と
し
て一
脱

が 、
こ
れ
も 、
中
間
政
府
自
身
が

に他し
よ
う 。

外貨獲得
の
た
め
に
「
外
題
制
剤
（

東京外国晒大
学
教
綬・
現
代

中
心」
（
外
貨
開
盤
セ
ン
タ
ー）

中

国学〉

をよ
海
や
深
制
に
般躍
し
て
や
み

中嶋嶺雄

れ
を
可
能
に
し
た
社
会
的
背
祭

に 、
じ
つ
は
七
四
年の
映
画
援
助

法改正
が
あ
ると
い
う 。
そ
れ
ま

で
は 、

制作後二
年
以
内
に一
定

の
興
行
収
入
をあ
げ
ら
れ
そ
う
な

も
の
だ
げ
に
国
の

援助が
出
さ
れ

と
す
る者 、
い
や 、
そ
れ
な
ら
女

性
用ポ
ル
ノ
も
作
れ
ば
よ
い 、
と

い
う特 、
反
ポ
ル
ノ
は
逆
の
意
味

で

男性差盟主怒
る
男
た
ち 、

ポ
ル
ノ
で
あれ
何
で
あれ
もっ
と

女
性が
広
告や
映画
に
た
く
さ
ん
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